
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

（

県

例

規

集

登

載

）

【

人

事

委

員

会

】

目

次

担

当

課

（

室

）

○

職

員

の

分

限

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

人

事

委

員

会

る

規

則

【

規

則

】

○

初

任

給

、

昇

格

、

昇

給

等

の

基

準

に

関

す

る

規

〃

○

岡

山

県

職

員

駐

車

場

の

管

理

及

び

使

用

に

関

す

財

産

活

用

課

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

職

員

特

殊

勤

務

手

当

支

給

規

則

の

一

部

〃

○

住

民

基

本

台

帳

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

市

町

村

課

を

改

正

す

る

規

則

る

規

則

○

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

〃

○

知

事

の

権

限

に

属

す

る

事

務

の

処

理

の

特

例

に

生

活

衛

生

課

改

正

す

る

規

則

関

す

る

条

例

に

基

づ

き

市

町

村

が

処

理

す

る

事

務

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

の

範

囲

を

定

め

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

衛

生

関

係

法

令

に

基

づ

く

申

請

等

の

経

由

に

関

〃

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

ふ

ぐ

処

理

等

規

制

条

例

施

行

規

則

の

一

〃

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

道

路

占

用

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

道

路

整

備

課

則

○

岡

山

県

屋

外

広

告

物

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

都

市

計

画

課

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

岡

山

県

道

路

占

用

料

徴

収

条

例

に

基

づ

き

知

事

道

路

整

備

課

が

定

め

る

市

町

村

の

区

域

の

一

部

を

改

正

す

る

告

示 岡

山

県

公

報

令和４年３月２２日 号 外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
七
号

岡
山
県
職
員
駐
車
場
の
管
理
及
び
使
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
職
員
駐
車
場
の
管
理
及
び
使
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

岡
山
県
職
員
駐
車
場
の
管
理
及
び
使
用
に
関
す
る
規
則

平
成
二
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
一
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
五
級
地
の
項
中
「
、
岡
山
県
真
庭
家
畜
保
健
衛
生
所
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
八
号

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

「

（

）
」

第
一
条
中

岡
山
県
本
人
確
認
情
報
保
護
審
議
会
条
例

平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
四
十
八
号

を
「
岡
山
県
行
政
不
服
等
審
査
会
条
例
（
平
成
二
十
八
年
岡
山
県
条
例
第
二
号

」
に
改
め
る
。

）

第
二
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
開
示
請
求
」
を
「
法
第
三
十
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
自
己
に
係
る
本
人
確
認
情
報
（
法
第
三
十
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
情
報
を
い

う
。
以
下
同
じ

）
の
開
示
の
請
求
（
以
下
「
開
示
請
求
」
と
い
う

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す

。

。
）

る
。

「

（

。

「

」

第
三
条
第
一
項
中

本
人
確
認
情
報
確
認
書

様
式
第
二
号

次
項
及
び
次
条
に
お
い
て

確
認
書

と
い
う

」
を
「
書
面
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
確
認
書
」
を
「
書
面
」
に
改
め
る
。

。
）

第
四
条
中
「
開
示
請
求
書
の
」
を
削
り

「
確
認
書
」
を
「
前
条
第
一
項
の
書
面
」
に
改
め

「
本

、

、

人
確
認
情
報
開
示
通
知
書
（
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
」
を
削
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
五
条

第
六
条
第
一
項
中
「
は
、
本
人
確
認
情
報
訂
正
等
申
出
書
（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
」
を
「
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
七
条

第
八
条
中
「
身
分
証
明
書
（
様
式
第
七
号

」
を
「
別
記
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

）

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
そ
の
他
）こ

の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
十
二
条

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
を
削
り
、
様
式
第
七
号
を
別
記
様
式
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
九
号

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の

範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事

務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の

範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
三
十
一
の
項
ハ
及
び
ニ
中
「
附
則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
ホ
中

「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
四
項
」
に

「
附
則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
二
項
」
に
改
め
、
同

、

項
ヘ
を
削
り
、
同
項
ト
を
同
項
ヘ
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
二
十
号

衛
生
関
係
法
令
に
基
づ
く
申
請
等
の
経
由
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

衛
生
関
係
法
令
に
基
づ
く
申
請
等
の
経
由
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

衛
生
関
係
法
令
に
基
づ
く
申
請
等
の
経
由
に
関
す
る
規
則

平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
五
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
三
十
七
号
ロ
及
び
ハ
中

附
則
第
五
項

を

附
則
第
二
項

に
改
め

同
号
ニ
中

第

「

」

「

」

、

「

八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
四
項
」
に

「
附
則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ホ

、

を
削
り
、
同
号
ヘ
を
同
号
ホ
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
二
十
一
号

岡
山
県
ふ
ぐ
処
理
等
規
制
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
ふ
ぐ
処
理
等
規
制
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
ふ
ぐ
処
理
等
規
制
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「

条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
り
ふ
ぐ
処
理
業
を
営
む
こ
と
が
で

（

き
る
者
を
含
む

」
を
削
る
。

。
）

第
四
条
中
「
及
び
第
九
条
第
二
号
」
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。二

条
例
第
四
条
第
六
項
第
一
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
医
師
の
診
断
書

第
五
条
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。

第
六
条
第
一
号
中
「
又
は
第
九
条
第
二
号
の
資
格
」
を
削
る
。

第
八
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
縦
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
」
を
「
縦
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
一
号
と
し
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
二
号
と
す
る
。

第
九
条
を
削
り
、
第
十
条
を
第
九
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
十
条
と
す
る
。

「

」

「

」

、

、

第
十
二
条
第
三
項
中

第
八
条
第
三
項

を

第
八
条
第
四
項

に
改
め

同
条
を
第
十
一
条
と
し

第
十
三
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に

「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
四
項
」
に

、

改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十

八
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

附
則
第
二
項
の
前
の
見
出
し
、
同
項
及
び
附
則
第
三
項
を
削
る
。

附
則
第
四
項
中
「
附
則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
項
と
し
、
同
項

の
前
に
見
出
し
と
し
て
「

経
過
措
置

」
を
付
す
る
。

（

）

附
則
第
五
項
中
「
附
則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
二
項
」
に

「
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
」
を
「
第

、

十
一
条
及
び
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
項
と
す
る
。

附
則
第
六
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
二
十
二
号

岡
山
県
道
路
占
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
道
路
占
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

。

岡
山
県
道
路
占
用
規
則

昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
三
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

「

」

「

」

。

第
一
条
中

岡
山
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

を

岡
山
県
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例

に
改
め
る

様
式
第
五
号
中

を

「住
所

」

氏
名

㊞

に
改
め
る
。

「住
所

」

氏
名

様
式
第
六
号
中

を

「住
所

」

氏
名

㊞

に
改
め
る
。

「住
所

」

氏
名

様
式
第
七
号
中

を

「住
所

」

氏
名

㊞

に
改
め
る
。

「住
所

」

氏
名附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

、

、

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
道
路
占
用
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は

当
分
の
間

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
二
十
三
号

岡
山
県
屋
外
広
告
物
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
屋
外
広
告
物
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
屋
外
広
告
物
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
の
七
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
の
二

公
益
的
施
設
等
へ
の
広
告
で
、
広
告
料
を
当
該
公
益
的
施
設
等
の
設
置
又
は
管
理
費
用
に

充
て
る
も
の
の
禁
止
地
域
適
用
除
外
・
許
可
基
準

別
表
第
二
の
許
可
基
準
を
満
た
す
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
八
号 

 

岡
山
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
に
基
づ
き
知
事
が
定
め
る
市
町
村
の
区
域
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県

告
示
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

題
名
及
び
本
則
中
「
道
路
占
用
料
」
の
次
に
「
等
」
を
加
え
る
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号

職
員
の
分
限
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
分
限
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
分
限
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中

期
間

を

期
間
等

に
改
め

同
条
第
四
項
中

第
二
項
の
適
用

を

第

「

」

「

」

、

「

」

「

三
項
の
適
用

に
改
め

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し

同
条
第
三
項
中

第
一
項
の
規
定
を

を

第

」

、

、

「
、

」

「

一
項
の
規
定
を
、
任
命
権
者
が
不
妊
症
等
治
療
休
職
の
期
間
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
第
二
項
の

規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（

「

」

。
）

２

条
例
第
二
条
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
休
職

以
下

不
妊
症
等
治
療
休
職

と
い
う

の
期
間
は
、
医
師
の
診
断
書
に
示
す
治
療
を
要
す
る
期
間
内
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

職
員
を
不
妊
症
等
治
療
休
職
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
は
、
職
員
一
人
に
つ
い
て
、
一
回
に
限

る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
七
号

、

、

。

初
任
給

昇
格

昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

分
限
条
例
第
２
条
第
２
号

又
は
第
４
号

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
九
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
九
条
第
四
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第

三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
七
項
中
「
岡
山
県
警
察
爆
発
物
処
理
班
の
編
成
及
び
運
用
規
程
（
昭
和
五
十
年
岡
山

県
警
察
訓
令
第
十
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
要
員
」
を
「
次
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
職
員
」
に
改
め
、

同
項
に
、
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

爆
発
物
処
理
用
具
又
は
爆
発
物
処
理
車
の
操
作
の
作
業

二

爆
発
物
又
は
爆
発
物
の
疑
い
の
あ
る
物
件
の
識
別
、
判
定
、
採
証
又
は
鑑
定
の
作
業

三

そ
の
他
爆
発
物
又
は
爆
発
物
の
疑
い
の
あ
る
物
件
の
処
理
に
必
要
な
作
業

第
二
十
一
条
第
十
六
項
中
「
少
年
補
導
員
」
を
「
少
年
育
成
官
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
九
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む

）
中
「
第
二
条
第
四
号
イ

」
を
「
第
二
条
第
四
号
イ

」
に
改

。

（3）

（2）

め
る
。

第
十
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む

）
中
「
第
二
十
三
条
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
十
三
条
第
二
号
」
に

。

改
め
る
。

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
任
命
権
者
が
講
ず
べ
き
措
置
等
）

第
十
三
条

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
に
対
し
て
制
度
等
を
知
ら
せ
る
と
と
も

に
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
、
職
員
に
よ
る
育
児
休
業
の
承
認
の
請

求
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
任
命
権
者
は
、

こ
れ
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
職
員
に
よ
る
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
を
控
え
さ
せ
る
こ
と
と
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
妊
娠
し
、
又
は
出
産
し
た
こ
と
に
準
ず
る
事
実
は
、
次
に
掲
げ
る
事

実
と
す
る
。

一

職
員
が
民
法
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家

庭
裁
判
所
に
請
求
し
、
当
該
請
求
に
係
る
三
歳
（
非
常
勤
職
員
に
あ
っ
て
は
、
一
歳
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ

）
に
満
た
な
い
者
を
現
に
監
護
し
て
い
る
こ
と
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
特

。

別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
当
該
請
求
に

係
る
三
歳
に
満
た
な
い
者
を
監
護
す
る
意
思
を
明
示
し
た
こ
と
。

二

職
員
が
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
三
歳

に
満
た
な
い
児
童
を
委
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
当
該
児
童
を
受
託
す
る
意
思
を
明
示
し
た
こ

と
。

三

職
員
が
、
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
の
親
そ
の
他
の
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す

る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
当
該
児
童
を
受
託
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第

一
号
に
規
定
す
る
養
育
里
親
と
し
て
当
該
児
童
を
委
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
当
該
児
童
を
受
託

す
る
意
思
を
明
示
し
た
こ
と
。

３

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
そ
の
他
の
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

育
児
休
業
に
関
す
る
制
度

二

育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
先

三

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
七
十
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
育
児
休
業
手
当
金
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
に
関
す
る
必
要
な
事
項

四

職
員
が
育
児
休
業
の
期
間
に
つ
い
て
負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
の
取
扱
い

４

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
に
対
し
て
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
知
ら
せ
る

場
合
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
（
第
三
号
に
掲
げ
る
方
法
に
あ
っ
て
は
、
当
該
職
員
が
希
望
す

る
場
合
に
限
る

）
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

一

面
談
に
よ
る
方
法

二

書
面
を
交
付
す
る
方
法

令和４年３月２２日　岡山県公報　号外



三

電
子
メ
ー
ル
そ
の
他
の
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

る
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定

、

「

」

。
）

す
る
電
気
通
信
を
い
い

以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
三
号
に
お
い
て

電
子
メ
ー
ル
等

と
い
う

の
送
信
の
方
法
（
当
該
職
員
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る

）
。

５

規
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
そ
の
他
の
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
（
第
三
号
に
掲
げ
る
措
置
に

あ
っ
て
は
、
職
員
が
希
望
す
る
場
合
に
限
る

）
と
す
る
。

。

一

面
談

二

書
面
の
交
付

三

電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
（
当
該
職
員
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り

書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る

）
。

６

任
命
権
者
は
、
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
短
期

は
も
と
よ
り
長
期
の
育
児
休
業
の
取
得
を
希
望
す
る
職
員
が
希
望
す
る
と
お
り
の
期
間
の
育
児
休
業

の
承
認
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

７

規
則
第
二
十
八
条
第
三
号
の
育
児
休
業
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ

る
措
置
と
す
る
。

一

職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
に
関
す
る
事
例
の
収
集
及
び
職
員
に
対
す
る
当
該
事
例
の
提
供

二

職
員
に
対
す
る
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
及
び
育
児
休
業
の
取
得
の
促
進
に
関
す
る
方
針
の
周

知
附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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